
ＣＯＮＴＥＮＴＳＣＯＮＴＥＮＴＳ

●特集 市民祭りの歌と踊りが完成● 特集　市民祭りの歌と踊りが完成
さぁみんなで踊ろう！（2～5）　 　　　　　　　さぁみんなで踊ろう！（2～5）

● 花と緑のまちづくりを推進しています（6～7）● 花と緑のまちづくりを推進しています（6～7）
● みんなで介護予防！「住み慣れた● みんなで介護予防！「住み慣れた
地域で豊かに老いる」ことを応援します（17）　 地域で豊かに老いる」ことを応援します（17）

５月１４日、抜けるような青空の下で開催された子ども　５月１４日、抜けるような青空の下で開催された子ども
フェスティバルには約１万人が来場しました。写真の男フェスティバルには約１万人が来場しました。写真の男
の子たちは、商工会青年部ブースで竹を材料とした水の子たちは、商工会青年部ブースで竹を材料とした水
でっぽうづくりに挑戦。開口一番「やっぱり手作りはおでっぽうづくりに挑戦。開口一番「やっぱり手作りはお
もしろいよ！」。こうして伝統のおもちゃづくりは子どもしろいよ！」。こうして伝統のおもちゃづくりは子ど
もたちに受け継がれていきます。もたちに受け継がれていきます。

手作りは楽しいな！手作りは楽しいな！
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春
も
真
っ
盛
り
で
す
。
山
々
に

は
美
し
い
緑
が
映
え
、
道
端
に
き

れ
い
な
花
が
咲
い
て
い
る
の
を
見

か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
家

の
庭
に
垣
間
見
え
る
美
し
い
花
や

新
緑
の
生
垣
は
、
私
た
ち
の
心
を

和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

東
御
市
で
は
、
花
と
緑
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

「
区
で
所
有
し
て
い
る
土
地
を
花

で
彩
り
た
い
」
と
考
え
て
い
る
皆

さ
ん
、「
家
で
緑
あ
ふ
れ
る
生
垣

を
つ
く
り
た
い
」
と
思
っ
て
い
る

方
、
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
こ
れ
ら

の
事
業
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

な
お
、
各
種
補
助
金
の
手
続
き

に
つ
い
て
は
、
事
前
に
交
付
申
請

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

市
で
は
、
一
層
緑
あ
ふ
れ
る
美

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
生
垣
設
置
補
助
金
制
度
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

生
垣
は
、
私
た
ち
に
潤
い
と
安

ら
ぎ
を
与
え
、
四
季
折
々
に
道
行

く
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
す
。
ま
た
、
既
存
の
ブ
ロ
ッ

ク
塀
な
ど
を
撤
去
し
、
生
垣
を
設

置
す
る
こ
と
で
、
地
震
の
際
に
ブ

ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
倒
壊
に
よ
る
災

害
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
新
し
く
生
垣
を
つ
く

り
た
い
方
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を

撤
去
し
て
生
垣
に
し
た
い
方
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
補
助
内
容

は
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

 
①
生
垣
設
置
補
助
金

限  度  額補　　　助　　　額内　　　　　　容

60,000円生垣の総延長に１mあたり3,000円を乗じた額１．新しく生垣を設置するとき。

50,000円
撤去の総面積に１㎡あたり
3,000円を乗じた額

撤去費用　　２．既存の塀などを撤去して生垣を設置するとき。
ただし、撤去の対象範囲は生垣の設置範囲とす
る。 60,000円

（1．新しく生垣を設置すると
き）に準ずる。

生垣設置費用

※生垣設置補助金対象の範囲は、道路に面している生垣とします。

◆生垣設置補助金

▲花いっぱいオープニングセレモニーの一コマ（新屋区　５月１４日）

緑が鮮やかな生垣



�
東
御
市
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
し

て
い
る
方 

�
花
を
咲
か
せ
る
場
所
が
確
保
で
き

る
方 

�
花
を
種
か
ら
育
て
、
愛
情
を
持
っ

て
管
理
で
き
る
方

�
本
事
業
を
営
利
目
的
と
し
な
い

方 
※
種
ま
き
か
ら
種
の
収
穫
ま
で
に
必

要
な
作
業
（
水
や
り
、
草
と
り
、

肥
料
、
種
と
り
な
ど
）
は
、
す
べ

て
口
座
開
設
者
が
責
任
を
持
っ
て

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
必
要
に
応
じ
、

栽
培
状
況
を
確
認
に
お
伺
い
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
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限度額補　助　率対　象　経　費事　　業　　内　　容事　　業　　名

50万円8/10以内樹木の苗木
①地域コミュニティーの拠点整備とし
ての樹木の植栽１．コミュニティー

　　緑化推進事業　
  5万円

100平方メートルあ
たり管理費2,000円

緑地の保存経費（年額）
②地域コミュニティーの拠点として
300㎡ 以上の平地林の活用および保全

10万円8/10以内花壇設置の材料
コミュニティー花壇の設置
（規模：3㎡ 以上）

２．コミュニティー
　花壇整備事業

10万円8/10以内
サルビア苗以外で奨励する花
苗・種子・球根及び肥料

花いっぱい運動における植栽
３．花いっぱい運動

奨励事業　

◆緑化推進事業補助金

 
②
緑
化
推
進

　
　
　

事
業
補
助
金

　

こ
の
事
業
は
、
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
の
手
に
よ
る
花
壇
づ
く
り
に

使
用
す
る
材
料
や
、
地
域
の
植
栽

に
使
用
す
る
苗
木
・
花
苗
・
球
根
・

肥
料
な
ど
の
費
用
を
補
助
す
る
制

度
で
す
。

　

こ
の
補
助
金
は
区
な
ど
の
地
域

の
各
種
団
体
に
交
付
す
る
も
の
で
、

補
助
内
容
は
下
の
表
の
と
お
り
で

す
。

 
③
雨
水
貯
留
槽

　
　
　

設
置
補
助
金

　

こ
の
事
業
は
、
花
と
み
ど
り
の

事
業
の
推
進
並
び
に
渇
水
及
び
洪

水
の
防
止
を
図
る
た
め
、
雨
水
貯

留
槽
の
購
入
に
要
す
る
経
費
に
対

し
補
助
す
る
制
度
で
す
。
補
助
内

容
は
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

補助金の額規模種類

本体価格の2分の１
　限度額：100,000円

1,000リットル以上中規模貯留槽

本体価格の2分の１
　限度額：35,000円

1,000リットル未満小規模貯留槽

◆雨水貯留槽設置補助金

  
④
と
う
み

    
花
の
種
銀
行
と
は
…

■
口
座
開
設
の

　
　
　
　

資
格
と
条
件

　

と
う
み
花
の
種
銀
行
は
、「
花
の

種
が
ほ
し
い
」「
花
を
咲
か
せ
て
み
た

い
」
と
考
え
て
い
る
方
を
対
象
に
、

花
の
種
を
貸
し
出
し
て
花
を
楽
し
ん

だ
後
種
が
で
き
る
ま
で
育
て
て
い
た

だ
き
、
収
穫
で
き
た
種
の
う
ち
貸
し

出
し
相
当
分
を
返
却
し
て
い
た
だ
く

シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。
寄

付
・
返
却
い
た
だ
い
た
種（
利
子
）は
、

翌
年
の
銀
行
の
貸
し
出
し
用
と
し
て

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

 
地
域
の
皆
さ
ん
が
自
ら

 
の
手
で
行
う
事
業
を
補

 
助
し
ま
す

    
＝
地
域
づ
く
り
活
動
補
助
＝

　

こ
の
事
業
は
、
区
な
ど
の
団
体
が
、

地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
自
ら
行
動

を
起
こ
す
公
共
的
な
事
業
に
対
し
て

市
が
補
助
を
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

ほ
か
に
市
の
補
助
金
の
対
象
と
な
っ

て
い
な
い
も
の
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

補　助　金　額対　　象　　経　　費種　　類

１事業につき年８０万円
以内。１団体につき年
１事業とし、１事業に
つき３年間の補助が限
度。

施設などの整備に要する経費
のうち、原材料費、機械など
の賃借に係る費用が対象。機
械などの賃借については100
分の20に相当する額。

ハード事業
補助金
（例）ミニ公園
の整備

１事業につき年８万以
内。1団体につき年１事
業とし、１事業につき
２年間の補助が限度。

ハード事業以外の地域づくり
活動に要する費用

ソフト事業
補助金
（例）地元の歴
史の編さん

◆地域づくり活動補助金

※地域の皆さんが自らの手で行うものの費用が対象となりますので「業者への全面
　委託」は対象となりません。
※事前に事業が認定されることが必要です。詳細はお問い合わせください。

こ
の
苗
も
や
が
て
東
御
市
の
顔

と
な
る

市役所の前にある雨水貯留槽

花
と
緑
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

建
設
課
都
市
計
画
係　

―
５
８
８
２

６４

地
域
づ
く
り
活
動
補
助
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ

企
画
課
企
画
調
整
係　

―
５
８
９
３

６４
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４
月　

日
、
東
御
中
央
公
園
第

２４

２
体
育
館
に
お
い
て
平
成　

年
度

１７

ス
ポ
ー
ツ
教
室
開
講
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
第
２
体
育
館
は
、
小

学
生
を
中
心
と
し
た
受
講
生
と
そ

の
保
護
者
で
ほ
ぼ
満
員
。
主
催
者

を
代
表
し
て
柳
澤
英
夫
教
育
長
が

「
一
回
ご
と
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
が

安
全
で
、
楽
し
く
充
実
し
た
も
の

に
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。
続
い
て
各

教
室
の
主
任
が
自
己
紹
介
を
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
ご
と
に
初
め
て

の
会
合
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
あ
わ
せ
て　

教
室
が

２０

開
か
れ
、
約
８
０
０
人
の
受
講
生

が
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
す
。

　

ミ
ニ
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
教
室
に
参

加
す
る
小
学
校
５
年
生
の
女
子
児

童
は
「
み
ん
な
と
協
力
し
な
が
ら
、

相
手
チ
ー
ム
と
対
戦
す
る
の
が
楽

し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
が
ん
ば
り

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

４
月　

日
、
保
健
補
導
員
の
委

２７

嘱
式
・
総
会
・
研
修
会
が
東
御
市

文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
行
わ
れ
た
委
嘱
式
で

は
保
健
補
導
員
会
長
の 
宮  
澤  
美  
代 

み
や 
ざ
わ 

み 

よ

 
子 
さ
ん
が
代
表
で
市
長
か
ら
委
嘱

こ書
を
受
け
と
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
総
会
で
は
宮
澤
会

長
が
「
各
区
で
の
足
腰
お

た
っ
し
ゃ
相
談
会
や
、
県
保

健
補
導
員
等
研
究
大
会
で
の

寸
劇
発
表
な
ど
保
健
補
導
員

と
し
て
の
行
事
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
ど
う
せ
や
る
な

ら
楽
し
く
活
動
し
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
、
今

年
度
の
事
業
案
を
全
会
一
致

で
承
認
し
ま
し
た
。

　

市
職
員
に
よ
る
健
脚
度
測

定
の
実
演
を
見
た
あ
と
研
修

会
が
行
わ
れ
、
長
野
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
の 
水 
み
ず

 
上 
き
み
子
さ
ん
が
「
楽
し
く

か
み保

健
補
導
員
活
動
を
す
る
た

め
に
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い
、

保
健
補
導
員
の
皆
さ
ん
は
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
３
９
１
名
の
皆
さ
ん
が

保
健
補
導
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
、

各
区
に
お
い
て
健
康
の
保
持
や
増

進
に
係
る
活
動
を
行
い
ま
す
。

話を聞きながらこれからの活動に期待をふくらませる

ス
ポ
ー
ツ
教
室
開
講
式

保
健
補
導
員

  
委
嘱
式
・
総
会
・
研
修
会

参加者は新たな気持ちで委嘱式に臨んだ

　

教
室
に
約　

人
が
参
加

２０

８００

新
た
に　

人
が
活
動
を
開
始

３９１
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市長が市の施策を説明（滋野地区）

　

東
御
市
活
性
化
懇
談
会
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
や

提
言
を
お
聞
き
し
、
市
政
に
反

映
し
て
い
こ
う
と
行
わ
れ
る
も

の
で
す
。

　

４
月　

日
の
北
御
牧
地
区
を

２０

皮
切
り
に
、
４
月　

日
に
祢
津

２２

地
区
、
４
月　

日
に
滋
野
地
区
、

２６

４
月　

日
に
田
中
地
区
で
開
催

２７

さ
れ
ま
し
た
。

　

各
会
場
で
は
、
は
じ
め
に
市

長
が
市
の
重
点
施
策
を
説
明
。

次
に
「
自
分
の
住
む
ま
ち
を

も
っ
と
よ
く
し
よ
う
」
と
い
う

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多
数
の
意

見
が
出
さ
れ
、
活
発
な
議
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
「
東
御

警
察
署
設
置
推
進
の
趣
意
書
」

の
説
明
が
行
わ
れ
、
各
会
場
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

和
地
区
の
活
性
化
懇
談
会
は
、

和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

の
し
ゅ
ん
工
後
（
６
月　

日
）

２１

に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

５
月　

日
、
第
１
回
市
民
ま
つ

１１

り
実
行
委
員
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
集
ま
っ
た
の
は
議
会
、

商
工
会
、
区
長
会
、
P
T
A
、

市
理
事
者
な
ど
約　

名
。
市

３０

長
が
「
こ
の
市
民
ま
つ
り
は
、

市
民
に
よ
る
市
民
の
た
め
の

ま
つ
り
と
し
て
い
き
た
い
。

皆
さ
ん
の
活
発
な
意
見
を
お

願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

を
し
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
役
員
に
は
、

実
行
委
員
長
に
土
屋
市
長
、

副
実
行
委
員
長
に
堀
市
議
会

議
長
、
手
塚
市
商
工
会
長
、

青
木
市
区
長
会
長
、
瀧
澤
助

役
の
４
名
を
選
出
。
実
施
計

画
案
が
承
認
さ
れ
、
市
民
ま

つ
り
の
開
催
に
向
け
て
の
一

歩
が
踏
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
企
画
立
案
に
つ

い
て
は
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

構
成
さ
れ
る
企
画
運
営
ス

タ
ッ
フ
が
主
体
的
に
行
っ
て

実行委員会には多方面から参加

活
性
化
懇
談
会

　
　
　
　

４
地
区
で
開
催

市
民
ま
つ
り

　
　

実
行
委
員
会
が
開
催

い
く
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
８
月

６
日
の
市
民
ま
つ
り
に
向
け
て
準

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
民
が
一
体
と
な
る
ま
つ
り
に
向
け
て
準
備
始
ま
る

和
地
区
は
６
月　

日
開
催

２１
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平
成　

年
４
月
に
東
御
市
が
誕

１６

生
し
ま
し
た
が
、
警
察
署
に
つ
い

て
は
旧
東
部
町
の
区
域
が
上
田
警

察
署
、
旧
北
御
牧
村
の
区
域
が
望

月
警
察
署
に
管
轄
が
分
か
れ
て
い

ま
す
。
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
全

に
安
心
し
て
生
活
す

る
こ
と
が
で
き
る
社

会
の
実
現
は
ま
ち
づ

く
り
を
す
る
う
え
で

重
要
な
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
増
加
す
る

重
大
犯
罪
や
事
故
は

私
た
ち
の
暮
ら
し
に

と
っ
て
脅
威
と
な
っ

て
お
り
、
警
察
署
の

管
轄
が
分
か
れ
て
い

る
現
状
の
ま
ま
で
は
、

一
体
と
な
っ
た
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
は
進

め
づ
ら
い
状
況
で
す
。

　

警
察
署
設
置
に
向
け
た
活
動
は

旧
町
村
か
ら
始
ま
り
、
市
は
そ
れ

を
引
き
継
い
で
合
併
当
初
か
ら
関

係
機
関
に
対
し
東
御
警
察
署
設
置

の
要
望
や
請
願
な
ど
を
積
極
的
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
４
月

　

日
に
は
区
長
会
、
交
通
安
全
団

１８体
、
防
犯
団
体
な
ど
が
参
画
し
た

「
東
御
警
察
署
設
置
を
求
め
る
市

民
会
議
」（
会
長
…
青
木
区
長
会

長
）
が
発
足
し
て
本
格
的
な
運
動

を
開
始
。
活
性
化
懇
談
会
に
お
い

て
東
御
警
察
署
設
置
推
進
の
趣
意

書
が
採
択
さ
れ
、
ま
た
全
市
を
あ

げ
た
署
名
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

５
月　

日
に
は
、
東
御
警
察
署

２６

設
置
を
求
め
る
市
民
推
進
大
会
が

東
御
市
文
化
会
館
に
お
い
て
開
催

さ
れ
、
多
数
の
市
民
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

市
民
会
議
で
は
市
内
の
区
・
支

区
を
通
じ
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
署

名
を
依
頼
し
ま
し
た
。
集
ま
っ
た

署
名
は
約
２
万
５
千
人
分
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

６
月
か
ら
長
野
県
、
県
議
会
、

県
警
本
部
へ
署
名
を
添
え
て
陳
情

・
要
請
行
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

上
田
警
察
署
…
東
御
市
（
旧
東
部

町
の
区
域
）、上
田
市
、
真
田
町
、

青
木
村

望
月
警
察
署
…
東
御
市
（
旧
北
御

牧
村
の
区
域
）、
立
科
町
、
佐
久

市
（
旧
望
月
町
・
旧
浅
科
村
の

区
域
）

丸
子
警
察
署
…
丸
子
町
、
長
門
町
、

武
石
村
、
和
田
村

小
諸
警
察
署
…
小
諸
市

東
御
警
察
署
設
置
を
求
め
る
署
名
２
万
５
千
人
分

  
東
御
警
察
署
設
置
を

  
推
進
す
る
理
由
は
？

 
警
察
署
設
置
要
請
活
動

 
の
こ
れ
ま
で
の
経
緯

 
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

 
ご
協
力
に
よ
り
集
ま
っ
た
署
名

  
今
後
の
予
定
は
？

 
東
御
市
と
周
辺
の
警
察
署
の
管

 
轄
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

東御警察署設置を求める市民会議
事務局（市総務部企画課）�64－5893

皆さんから寄せられた署名は今後の活動に生かされる

今
後
の
陳
情
・
要
請
行
動
に
大
き
な
力
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４
月　

日
、
東
御
市
交
通
少
年
団

２４

の
委
嘱
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

交

通
少
年
団
は
市
内
各
小
学
校
の
５
・

６
年
生
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
街
頭

啓
発
活
動
な
ど
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
新
し
く
委
嘱
さ
れ
た
の
は
５

年
生　

名
の
皆
さ
ん
。
交
通
安
全
関

２１

係
者
が
見
守
る
中
、
市
長
か
ら
一
人

一
人
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
、
真
剣

な
表
情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
市
長

は
「
事
故
の
な
い
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
て
、
皆
さ
ん
の
活
躍
に
期

待
し
て
い
ま
す
」
と
激
励
。
続
い
て

上
田
警
察
署
東
御
市
交
番
の 
松  
本  
幸 

ま
つ 
も
と 
ゆ
き

 
雄 
所
長
か
ら
交
通
安
全
講
話
を
聞
き
、

おル
ー
ル
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感

じ
て
い
ま
し
た
。
上
田
交
通
安
全
協

会
東
御
部
会
は
交
通
少
年
団
の
活
動

を
一
貫
し
て
支
援
し
て
お
り
、
こ
の

日
も
活
動
の
基
礎
と
な
る
整
列
や
あ

い
さ
つ
の
練
習
を
実
施
。
部
会
長
の

 
渡  
辺  
重  
一 
さ
ん
は
「
交
通
少
年
団
か

わ
た 
な
べ 
し
げ 
か
ず

ら
交
通
安
全
意
識
の
輪
が
広
が
り
、

事
故
が
一
件
で
も
減
れ
ば
い
い
で
す

ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

５
月　

日
、
北
御
牧
中
学
校
で

１６

不
審
者
の
侵
入
を
想
定
し
た
防
犯

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
訓

練
は
北
御
牧
中
学
校
が
企
画
し
、

望
月
警
察
署
の
協
力
の
も
と
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
午
後
２
時　

分
犯
人

３０

役
の
警
察
官
が
学
校
に
侵
入
す
る

と
こ
ろ
か
ら
開
始
。
犯
人
役
が
音

楽
授
業
中
の
３
年
１
組
に
大
声
を

あ
げ
な
が
ら
入
り
、
担
任
の
教
員

が
い
す
で
立
ち
向
か
う
と
、
生
徒

は
一
斉
に
音
楽
ホ
ー
ル
へ
避
難
し

ま
し
た
。
犯
人
役
は
教
員
た
ち
に

玄
関
か
ら
外
へ
締
め
出
さ
れ
、

訓
練
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
音
楽
ホ
ー
ル
で
全

校
生
徒
は
犯
人
役
が
侵
入
し

て
か
ら
締
め
出
さ
れ
る
ま
で

の
一
部
始
終
を
ビ
デ
オ
で
確

認
。
続
い
て
警
察
官
が
「
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
と
い

う
心
が
け
が
大
切
」
と
講
話

を
行
い
、
生
徒
た
ち
は
興
奮

さ
め
や
ら
ぬ
表
情
で
聞
い
て

い
ま
し
た
。

　

犯
人
役
を
つ
と
め
生
徒
た

とうみ

ち
に
講
話
を
し
た
望
月
警
察
署
生

活
安
全
刑
事
課
の 
佐  
藤  
和  
久 
生
活

さ 

と
う 
か
ず 
ひ
さ

安
全
係
長
は
「
地
域
の
皆
さ
ん
に

子
ど
も
た
ち
を
守
る
視
点
を
も
っ

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

不
審
な
車
を
見
か
け
た
ら
、
ナ
ン

バ
ー
を
記
録
し
て
警
察
へ
通
報
し

て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

引
き
続
い
て
女
子
生
徒
を
対
象

に
し
た
護
身
術
講
習
会
を
開
催
。

川
西
防
犯
組
合
連
合
会
女
性
部
の

皆
さ
ん
も
生
徒
の
中
に
入
り
護
身

術
を
教
え
て
い
ま
し
た
。

交
通
少
年
団
委
嘱
式

大きな返事で起立。みんな元気がいいです 全員で敬礼の練習。よくそろっています

北
御
牧
中
学
校
で

　

不
審
者
侵
入
防
犯
訓
練

訓練

犯人役の大きな声に誰もがひるんだ

学
校
・
警
察
・
地
域
住
民
が
連
携
し
て
実
施

新
団
員
は　

名
。
交
通
安
全
活
動
で
貢
献

２１
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誕生日おめでとう！（6 月生まれ）

 村  野  璃 穂   ちゃん（御牧原北部）
むら の り み

（1歳、H16.6.20生）
　好奇心旺盛で興味のあ
るものがあるとすぐにい
たずらに出掛けてしまう
璃穂。そんな元気で活発
な璃穂がパパとママは大
好きだよ！
　笑顔のステキな優しい
女の子に育ってね。

 土  屋 　翔
つち や

   くん（本海野）
しょう

（1歳、H16.6.12生）
　２人のお兄ちゃんに負
けないくらい大きな声で、
おしゃべりをする翔くん。
小さいころはよく踏まれ
たりしたけど、今はお兄
ちゃん達が帰ってくると、
満面の笑みで喜ぶよね。
あんよが出来る様になっ
たら、みんなでいろいろ
な所にでかけようね。

左： 西  尾 
にし お

 亮 裕
りょう

   くん（大石）
すけ

　（1歳、H16.6.10生）

中： 和  田  真 歩   ちゃん（白樺）
わ だ ま ほ

　（1歳、H16.6.12生）

右： 斉  藤  光 希   くん（田中）
さい とう みつ き

　（1歳、H16.6.16生）
　４か月検診で出会ったころは、
みんなとっても小さかったよね。
今では立っちもできるようになり
元気いっぱい�すくすく広場がお
気に入りで楽しく遊んでいます。
みんな元気にすくすく成長してね。

�

�

�

�

������������

������������

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

☆募集します!!☆
（対象者７月生まれの３歳まで）

　写真・住所・氏名・ＴＥＬ・コメ

ントを添えて企画課までお送りくだ

さい。

　締め切りは、６月１０日（金）必着。
６月生まれの仲良し３人組♪

 木 　 村 　 要 　 一  さん（23歳、新屋）
き むら よう いち

勤務先：東亜システム警備保障㈱
・今の仕事のやりがいは･･･現在、警備の仕事をしており、主

な業務は交通誘導です。ドライバーの皆さんからクレーム
を頂くこともありますが、一生懸命誘導していればお礼を
言ってくださる方もいます。やはり「ありがとう」と言わ
れたときは安全を担う者として本当によかったなと思う瞬
間です。警備員は道路だけでなく、商業施設などあらゆる
場所で業務があります。どんな場所や場面でも確実に安全
を確保できるような警備員を目指したいです。

・夢は･･･野球が好きで、スポーツ少年団でコーチをしていま
す。子どもたちと気軽に語り合うことができ、とてもやり
がいがあります。将来ある子どもたちにスポーツの楽しさ
を知ってもらって、心身ともに元気で育ってほしい…とい
うのが夢ですね。

・好きな言葉は･･･「闘魂」です。闘志を燃やすことはいいこ
とだと思います。今、地元の消防団でポンプ操法の練習を
していて、闘志を燃やして大会を目指したいです。

・東御市に望むことは･･･公のグラウンドがもっとあるといい
な・・というのがスポーツ活動をしていて思うことです。
みんなが明るく楽しく運動できる環境がさらに充実すると
いいですね。

№№1111

VOICE「喜怒哀楽」のコーナーは、嬉しいこと、悲しいことなど身近にあった話題や感じたことなど皆さんからのお便りを掲載しま

す。疑問に感じていることでも結構です。皆さんの投稿をお待ちしています。（企画課「VOICE」宛）
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とうみ

　

東
保
育
園
は
、
日
当
た
り
が
よ
く
、

周
り
に
は
り
ん
ご
畑
や
工
場
、
乙
女

平
団
地
が
あ
り
ま
す
。
小
規
模
な
園

で
す
が
、
約　

名
の
子
ど
も
た
ち
が

７０

通
園
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
か
ら
早
朝
保
育
が
始
ま
り
、

朝
早
く
か
ら
元
気
な
声
が
聞
こ
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
未
満
児
の
入

所
も
多
く
、
か
わ
い
い
瞳
に
見
つ
め

ら
れ
て
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の

中
で
保
育
を
し
て
い
ま
す
。

　

春
は
、
満
開
に
咲
い
た
サ
ク
ラ
の

下
で
楽
し
く
給
食
を
食
べ
て
、
園
児

の
会
話
も
は
ず
み
ま
し
た
。
秋
は
、

畑
で
と
れ
た
さ
つ
ま
い
も
を
使
っ
て

さ
つ
ま
汁
を
作
り
祖
父
母
の
皆
さ
ん

と
楽
し
く
す
ご
す
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
誰
と
で
も
仲
良
く
遊
べ
る

心
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
音
楽
に
合
わ

せ
て
体
を
動
か
す
リ
ト
ミ
ッ
ク
遊
び

を
し
た
り
仲
良
し
給
食
の
日
を
多
く

取
り
入
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
語
り
の
先
生
を
お
招
き

し
、
子
ど
も
た
ち
に
楽
し
い
お
話
を

届
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

「
お
年
寄
り
か
ら
０
歳
の
赤
ち
ゃ

ん
ま
で
心
の
通
い
あ
え
る
明
る
い
仲

間
作
り
」
と
い
う
夢
を
持
っ
て
保
育

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
個
性
豊
か
な

子
ど
も
た
ち
が
多
い
昨
今
、
一
人
一

人
の
個
性
を
生
か
し
感
性
の
豊
か
な

子
ど
も
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
職
員
一

同
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ぼ
く
は
、
二
年
生
に
な
っ
て
、
か

ん
字
を
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。
か
ん

字
の
ノ
ー
ト
に
れ
ん
し
ゅ
う
し
た
い

で
す
。
む
ず
か
し
い
か
ん
字
が
い
っ

ぱ
い
で
て
き
ま
し
た
。
そ
の
字
を

い
っ
ぱ
い
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
二
年
生
に
な
っ
て

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
は
じ
め
ま
し
た
。

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
は
と
て
も
む
ず
か
し

い
で
す
。
な
げ
る
の
が
む
ず
か
し
い

で
す
。
で
も
れ
ん
し
ゅ
う
を
し
て

い
っ
ぱ
い
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。
そ

し
て
お
兄
ち
ゃ
ん
み
た
い
に
つ
よ
く

な
り
た
い
で
す
。

　

私
は
今
年
、
四
年
生
に
な
り
ま
し

た
。
四
年
生
に
な
る
と
、
委
員
会
や

ク
ラ
ブ
活
動
が
始
ま
っ
て
大
変
で
す
。

私
た
ち
四
年
生
は
、
今
年
か
ら
委
員

会
の
仲
間
入
り
で
す
。
ク
ラ
ブ
活
動

も
、
四
年
生
か
ら
仲
間
入
り
で
す
。

私
は
調
理
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
、
い
ろ

解
決
し
て
、
今
の
三
年
生
の
よ
う
な

先
輩
に
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

上
小
大
会
が
近
づ
い
て
き
た
今
、

野
球
部
の
み
ん
な
の
気
持
ち
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

二
年
間
、
全
国
大
会
と
い
う
大
舞

台
を
目
指
し
て
み
ん
な
で
努
力
し
頑

張
っ
て
き
ま
し
た
。
今
度
が
僕
た
ち

の
最
後
の
大
会
で
す
。
悔
い
の
残
ら

な
い
試
合
を
全
力
で
や
り
た
い
で
す
。

 
二
年
生
に
な
っ
て

　
　

北
御
牧
小
学
校

二
年　
 
古  
澤 　
 
拓 
也
   
　

ふ
る 
さ
わ 

た
く 

や

（
常
満
）

　

私
は
、
四
月
か
ら
中
学
一
年
に
な

り
ま
し
た
。
入
学
式
の
と
き
は
不
安

と
楽
し
み
な
気
持
ち
が
半
分
半
分
く

ら
い
で
、
勉
強
、
部
活
、
友
達
の
こ

と
な
ど
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
中
学

校
生
活
が
始
ま
っ
て
か
ら
一
か
月
以

上
た
ち
ま
し
た
が
、
と
て
も
楽
し
い

毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
こ
の
先
、
友
達
と
う
ま
く

い
か
な
い
と
き
、
失
敗
す
る
と
き
、

い
ろ
い
ろ
と
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

ん
な
と
き
で
も
、
積
極
的
に
問
題
を

 
中
学
校
生
活
の
決
意

　
　
　

東
部
中
学
校

一
年　
 
春  
日 　
 
智 
恵
   
　

か
す 

が 

と
も 

え

（
海
善
寺
北
）

  
四
年
生
に
な
っ
て

　
　

北
御
牧
小
学
校

　

四
年　
 
柄  
澤  
美  
千 
瑠
   
　

か
ら 
さ
わ 

み 

ち 

る
（
宮
）

今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
て
き
た
方
々
、

そ
し
て
陰
で
僕
た
ち
を
支
え
て
く
れ

た
多
く
の
方
々
に
、
心
か
ら
感
謝
し

な
が
ら
最
高
に
楽
し
い
野
球
を
し
た

い
で
す
。

ん
な
お
か
し
や
デ
ザ
ー
ト
を
た
く
さ

ん
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
四
年
生
に
な

る
と
、
新
し
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

る
の
で
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

 
野
球
部
、今
年
に
か
け
る

　
　
　

東
部
中
学
校

三
年　
 
小 こ 
林 　

竣

ば
や
し

   

太

し
ゅ
ん   
　た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
野
球
部
長
）

（
桜
井
）

緑あふれる小学校見事なスライディング！
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『 
蘭  
学  
事 

ら
ん 
が
く 
こ
と 
始 
』
（
杉
田
玄
白
著
・

は
じ
め

緒
方
富
雄
校
注　

岩
波
文
庫
）
は
読

ん
で
ほ
し
い
一
冊
で
す
。
と
く
に

「 
腑  
分 
（
解
剖
）
の
事
は
、
え
た
の

ふ 

わ
け

虎
松
と
い
へ
る
も
の
、
こ
の
こ
と
に

巧
者
の
よ
し
に
て
、
か
ね
て
約
し
置

き
し
よ
し
。
こ
の
日
も
そ
の
者
に
刀

を
さ
す
べ
し
と
定
め
た
る
に
、
そ
の

日
、
そ
の
者 
俄 
に
病
気
の
よ
し
に
て
、

に
わ
か

そ
の
祖
父
な
り
と
い
う 
老  
屠 
、
齢

ろ
う 

と

   

九

よ
わ
い

十
歳
な
り
と
い
へ
る
者
、
代
わ
り
と

し
て
出
で
た
り
」
と
い
う
杉
田
玄
白

の
記
述
で
す
。

　

こ
の
九
十
歳
の
老
人
は
、
心
・

肝
・
胆
・
胃
と
名
前
で
示
し
、
そ
れ

以
外
の
名
前
の
わ
か
ら
な
い
臓
器
を

さ
し
て
、
若
い
頃
か
ら
腑
分
を
手
掛

け
た
数
人
の
ど
の
腹
内
を
見
て
も
、

必
ず
同
じ
所
に
同
じ
も
の
が
あ
っ
た

と
教
え
ら
れ
た
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
腑
分
を
見
た
医
者
も
、
誰

一
人
と
し
て
疑
う
人
は
い
な
か
っ
た

と
話
し
た
と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
時
代
は
ケ
ガ
レ
意
識
が
大
変

強
く
、
医
者
た
ち
も
死
体
に
触
れ
る

と
ケ
ガ
レ
が
う
つ
る
と
信
じ
て
、
誰

も
手
を
出
さ
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

玄
白
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
医
学
書

『
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
』
の
人

体
図
に
即
し
て
、
見
て
確
認
し
て
い

ま
す
。
こ
の
体
験
を
き
っ
か
け
に
玄

白
は
前
野
良
沢
と
こ
の
医
学
書
の
翻

訳
書
『
解
体
新
書
』
を
、
一
七
七
四

年
に
完
成
さ
せ
た
の
で
す
。
日
本
の

近
代
医
学
へ
の
大
き
な
一
歩
に
被
差

別
部
落
の
人
が
関
わ
っ
た
唯
一
の
記

述
で
す
。
こ
れ
が
歴
史
の
真
実
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
功
績
に
対
す
る
い
い

伝
え
が
皆
無
な
の
は
、
差
別
に
よ
る

も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

被
差
別
部
落
の
人
達
が
運
動
の
中

で
か
ち
と
っ
て
き
た
も
の
の
中
に
は
、

地
区
外
の
人
々
に
と
っ
て
も
利
益
に

つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
が
存
在
す
る

こ
と
に
、
私
た
ち
は
気
づ
い
て
い
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

い
く
つ
か
を
例
示
し
て
み
ま
す
。

○
教
科
書
無
償　

○
夜
間
中
学
校
の

設
置　

○「 
壬  
申 
戸
籍
」の
廃
止　

○

じ
ん 
し
ん

履
歴
書
の
全
国
統
一
用
紙　

○
同
和

対
策
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の

（
道
路
、
橋
）
な
ど
…
…
。

　

人
は
、
な
ぜ
部
落
差
別
を
す
る
の

か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

今
回
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員
の
紹
介

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
擁
護

に
つ
い
て
理
解
の
あ
る
方
が
あ
ら

ゆ
る
分
野
か
ら
選
ば
れ
、
法
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。
東

御
市
内
で
は
今
回
２
名
が
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

　

山
丸
さ
ん
は
「
生
活
の
中
で
誰

か
に
話
し
た
い
け
れ
ど
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
自
分
だ
け

で
悩
ま
ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

『
こ
ん
な
こ
と
で
相
談
す
る
の
も

い
か
が
な
も
の
か
』
と
遠
慮
し
な

い
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

渡
邉
さ
ん
は
「
相
談
を
受
け
る

こ
と
で
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
つ
こ

と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。
人
権

擁
護
の
啓
発
活
動
に
も
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
で
す
」
と
抱
負
を

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成　

年
４
月
か
ら
平

１７

成　

年
３
月
の
３
年
間
で
す
。

２０

　

ほ
か
に
東
御
市
内
で
は
６
名
の
皆
さ
ん
が
任
期
中
で
、
市

内
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

・ 
今 
い
ま 

泉 　
い
ず
み

 
叡  
子 
さ
ん
（
城
ノ
前
）

え
い 

こ

　

・ 
岡  
本 　
 
真  
一 
さ
ん
（
乙
女
平
）

お
か 
も
と 

し
ん 
い
ち

　

・ 
山  
越 　
 
貞  
彦 
さ
ん
（
西
宮
）

や
ま 
こ
し 

さ
だ 
ひ
こ

　

・ 
柳 

や
な
ぎ 

澤 　
 
光  
彦 
さ
ん
（
田
中
）

さ
わ 

み
つ 
ひ
こ

　

・ 
村  
田 　
 
尚  
志 
さ
ん
（
大
日
向
）

む
ら 

た 

た
か 

し

　

・ 
宮  
坂 　
 
秀  
明 
さ
ん
（
中
八
重
原
）

み
や 
さ
か 

ひ
で 
あ
き

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
市
が
行
う
よ
ろ
ず
相
談
で
も
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
人
権
相
談

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ
る
人
権
侵
害
（
家
庭
内
や
近

隣
の
間
の
も
め
ご
と
、
学
校
や
職
場
内
の
い
じ
め
な
ど
）
に

つ
い
て
、
人
権
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
広
報
活
動

　

人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
皆
さ
ん
に
正
し
く
認

識
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
人
権
週
間
な
ど
の
際
に
街
頭
で
の

広
報
活
動
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
人
権
擁
護

法
が
施
行
さ
れ
た
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と

定
め
、
全
国
的
な
啓
発
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
　

・
問
い
合
わ
せ
先　

東
部
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�　

－

５
９
０
２

６４

 
山  
丸  
洋  
子 
さ
ん

や
ま 
ま
る 
よ
う 

こ

（
日
向
が
丘
）

 
渡  
邉  
幸 
子
   

さ
ん

わ
た 
な
べ 
ゆ
き 

こ
（
布
下
）

  
人
権
擁
護
委
員
の
主
な
活
動

  
６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日
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とうみ

子
ど
も
歌
舞
伎
は
役
者
の
大
半
が

入
れ
替
わ
る
た
め
、
そ
の
初
々
し

さ
が
新
鮮
で
し
た
。
ま
た
、
保
存

会
の
皆
さ
ん
の
演
技
は
ま
す
ま
す

円
熟
味
を
増
し
見
ご
た
え
の
あ
る

演
技
で
あ
り
ま
し
た
。

　

軽
井
沢
大
賀
ホ
ー
ル
は
ソ
ニ
ー

の
大
賀
典
雄
名
誉
会
長
が
退
職
金

を
使
っ
て
建
設
し
、
軽
井
沢
町
に

寄
贈
し
た
も
の
で
す
。
音
響
効
果

を
考
慮
し
た
正
五
角
形
と
い
う
設

計
は
外
観
も
優
雅
で
し
た
。
そ
こ

で
開
館
を
記
念
す
る
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
招
か
れ
、
東
京

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
の

生
演
奏
を
聞
け
た
こ
と
、
と
て
も

リ
ッ
チ
な
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
賀
さ
ん
は
東
京
芸
術
大
学
卒

業
の
異
色
の
経
営
者
で
あ
り
、
就

任
当
時
は
そ
の
経
営
手
段
を
危
ぶ

む
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
し
か
し

世
界
の
ソ
ニ
ー
を
率
い
て
立
派
な

業
績
を
残
し
ま
し
た
。
さ
す
が
…

　

最
近
、
と
て
も
心
に
残
る
二
つ

の
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
得
ま
し

た
。
一
つ
は
祢
津
東
町
の
歌
舞
伎

公
演
、
も
う
一
つ
は
軽
井
沢
町
に

建
て
ら
れ
た
軽
井
沢
大
賀
ホ
ー
ル

の
演
奏
会
で
す
。

　

東
町
の
歌
舞
伎
は
約
二
百
五
十

年
の
歴
史
を
誇
り
ま
す
。
途
中
中

断
し
た
も
の
の
、
昭
和　

年
に
復

６３

活
し
、
爾
来
す
っ
か
り
定
着
し
た

観
が
あ
り
ま
す
。
今
年
の
演
目
は

百
瀬
善
之
さ
ん
に
よ
る
「
三
番

叟
」
、
祢
津
小
学
校
歌
舞
伎
ク
ラ

ブ
に
よ
る
「
白
浪
五
人
男
」
そ
し

て
東
町
歌
舞
伎
保
存
会
に
よ
る

「
一
谷
嫩
軍
記
」
で
し
た
。
百
瀬

さ
ん
は
初
め
て
と
は
思
え
ぬ
ほ
ど

の
堂
々
た
る
演
技
で
あ
り
ま
し
た
。

№10

　

５
月　

日
、
第
２
回
市
民
百
体

２２

観
音
め
ぐ
り
歩
こ
う
会
が
行
わ
れ
、

親
子
連
れ
な
ど
約
２
３
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

設
定
さ
れ
た
コ
ー
ス
は
、
東
御

中
央
公
園
か
ら
出
発
し
八
十
番

（
湯
の
丸
）、
五
十
番
、
奈
良
原
区

内
を
折
り
返
し
点
と
す
る
３
コ
ー

ス
。
参
加
者
は
百
体
観
音
を
順
番

に
数
え
な
が
ら
、
思
い
思
い
の

ペ
ー
ス
で
歩
い
て
い
ま
し
た
。
初

め
て
参
加
し
た
市
内
の
女
性
は

「
子
ど
も
と
楽
し
み
な
が
ら
歩
く

と
い
う
の
は
今
し
か
で
き
な
い
貴

重
な
こ
と
だ
と
思
い
参
加
し
ま
し

た
。
と
て
も
楽
し
い
で
す
ね
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

―
百
体
観
音
め
ぐ
り
歩
こ
う
会
の
も
よ
う
ー

元気に出発！

▲

百
体
観
音
が
見
守
っ
て
い
ま
す

▲

記
念
の
ス
タ
ン
プ
を
押
す

▲

湯
の
丸
ま
で
の
ぼ
っ
て
き
た
よ

材料（４人前）
・ごぼう　　  120g
・片栗粉　　　 ４０g
・揚げ油　　　適量
調味料
・水　　　　　大さじ１杯
・砂糖　　　　大さじ２杯
・しょう油　大さじ１／２杯

▲  寺  島  初 子   さん（大石）
てら しま はつ こ

・みりん　　大さじ１杯
・酢　　　　２～３滴くらい
・白ごま　　少々

作り方
●１ ごぼうの皮を包丁の背で軽くけずる。
●２ ①のごぼうを５㎝ くらいのぶつ切り
にし、太いものは縦に二つ割にして、
水に漬け５分くらいあく抜きをする。
●３ ②のごぼうをゆでる（つまようじが
刺さるくらいの硬さ）
●４ 硬めにゆでたごぼうをまな板の上に
載せ、１切れづつジュースの瓶など
重みのある瓶の側面で小刻みにたた
き、いかだのような形状にする
●５ ④に両面たっぷりに片栗粉をまぶし

たたき牛蒡のから揚げ
盛り付けは季節感を…柏の葉と
カモミールをそえてみました。

てよく押さえ、熱めの油でごぼうの
部分がキツネ色になるまで揚げる。
●６ 別の器に調味料を合わせておき、フ
ライパンで少しトロミが出るまで煮
たてたら火を止め、揚げたごぼうを
手早くからませ、白ごまを適量をふ
りかけて器に取り食す。
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◆
新
着
本
案
内
◆

◆
一
般
書

�
あ
な
た
へ 
…
…
…
…
河
崎　

愛
美
・
著

�
最
後
に
咲
く
花 
…
…
片
山　

恭
一
・
著

�
辰
巳
八
景 
…
…
…
…
山
本　

一
力
・
著

�
霧
の
中
の
子
―
行
き
場
を
失
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　

子
ど
も
た
ち
の
物
語
―

　
　
　
　
 
…
…
ト
リ
イ
・
ヘ
ン
デ
ン
・
著

�「
子
ど
も
の
絵
」で
雑
貨
を
作
ろ
う

　
 
…
ピ
ン
ク
パ
ー
ル
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
編

◆
児
童
書

�
税
金
の
絵
事
典

　

―
知
っ
て
お
き
た
い
大
切
な
こ
と
―

　
 
…
…
…
…
…
…
…
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
・
編

�
お
や
す
み
な
さ
い

　
　
　
 
ジ
ル
・
マ
ッ
ク
エ
ル
マ
リ
ー
・
絵

�
ぼ
く
が
い
っ
ぱ
い

　
　
　
 
…
…
…
…
い
も
と　

よ
う
こ
・
絵

�
ゆ
う
び
ん
や
さ
ん
と
ド
ロ
ッ
プ
り
ゅ
う

　
　
　
　
 
…
…
た
か
ど
の　

ほ
う
こ
・
作

�　

ぴ
き
の
か
え
る
の
お
く
り
も
の

１０

　
　
　
　
 
…
…
…
…
…
仲
川　

道
子
・
絵

　

こ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
入
り
ま
し
た
。

行　

事　

予　

定

　

和
子
ど
も
文
庫
に
よ
る

　
　

６
月
の
お
は
な
し
こ
ど
も
会

日
時　

６
月　

日（
土
）午
前　

時　

分
〜

１８

１０

３０

場
所　

東
御
市
立
図
書
館
２
階
読
書
会
室

内
容　

読
み
聞
か
せ

　
　
　

絵
本
『
ふ
し
ぎ
な
た
け
の
こ
』

　
　
　
　
　

『
ぼ
う
さ
ま
の
き
』

　
　
　

影
絵
『
月
夜
平
の
一
つ
目
こ
ぞ
う
』

　
　
　

工
作
『
七
夕
か
ざ
り
作
り
』

６
月　

日（
金
）は
、
お
は
な
し
会
も
あ
る
よ
！

１０

場
所
・
時
間：

　
　

こ
ど
も
フ
ロ
ア
ー
に
て　

時　

分
〜

１０

３０

対
象：

就
園
前
の
子
ど
も
さ
ん

インターネットで図書館の本が検索できます。　http://www.echol.gr.jp

　

市
の
統
計
に
よ
り
ま
す
と
、
平

成
元
年
度
の
苦
情
件
数
は
合
計　
２７

件
（
排
液
９
件
・
臭
気
８
件
・
騒

音
７
件
・
そ
の
他
３
件
）
で
し
た

が
、
最
近
の
も
の
と
比
べ
る
と
状

況
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
平
成　

年
度
に
市
民

１６

課
に
寄
せ
ら
れ
た
苦
情
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

苦
情
件
数
は
年
々
増
加
傾
向
に

あ
り
、
特
に
不
法
投
棄
と
野
焼
き

に
関
す
る
も
の
は
全
体
の
約　

％
３０

を
占
め
て
お
り
、
皆
さ
ん
の
ゴ
ミ

に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
う
か
が

い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

次
い
で
多
い
の
が
、
雑
草
・
雑

木
被
害
で
す
。
農
地
の
荒
廃
化
な

ど
に
よ
る
土
地
の
不
適
正
管
理
が

多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　

近
年
、
苦
情
内
容
は
多
様
化
し

て
い
ま
す
。
隣
接
者
と
の
ト
ラ
ブ

ル
に
よ
る
内
容
も
多
く
み
ら
れ
ま

す
が
、
問
題
解
決
へ
の
助
言
な
ど

も
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

平成16年度に寄せられた苦情

６
月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク
ス

  
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
のののののののののののののののののののののののののののののののの
なななななななななななななななななななななななななななななななな
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ

ど
り
の
な
か
へ

東
御
市
立
図
書
館　

�　

―
５
８
８
６

６４

（2）

 
――――――――――――――――――――
公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公
害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害
苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦苦
情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情
もももももももももももももももももももも

―
公
害
苦
情
も

様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様
変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変
わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
――――――――――――――――――――

　
　

様
変
わ
り
―

主　　な　　内　　容件数項　目

生活ごみ・家電製品・放置自転車等32不法投棄

一般家庭の生活ごみ・庭木や雑草処理等42野 焼 き

建築廃材の焼却・産業廃棄物の焼却等6大気汚染

一般家庭の灯油漏れ・工場排水等13水質汚濁

工場排水・一般家庭の灯油漏れ2土壌汚染

工場作業騒音・爆音器騒音8騒　　音

工場臭気・浄化槽臭気等16悪　　臭

雑草被害・路上駐車・防犯・境界トラ
ブル・害虫被害等

20生活全般

犬被害・猫被害等18動　　物

アメシロ被害8害　　虫

雑草・雑木被害・通行支障・蜂被害
景観阻害・不審者（防犯）等

52そ の 他

217合　計

問い合わせ　市民課　　　生活環境係　�64－5896
　　　　　　支所市民課　環境衛生係　�67－3311

▲みどりのゆび
　モーリス・ドリュオン作
　安東　次男訳

ほ
か
。 ▲おおきな木

   シェル・シルヴァスタイン  さく、え
   ほんだきんいちろう  やく

▲すばらしい季節
　タシャ・チューダー　作
　末盛　千枝子　訳

▲木かげの家の小人たち
　いぬい　とみこ　作
　吉井　　忠　画



とうみ

　

間
近
に
迫
っ
て
き
て
い
る
超
高

齢
化
社
会
。
介
護
を
必
要
と
せ
ず
、

い
つ
ま
で
も
元
気
で
豊
か
に
年
を

と
り
た
い
ー
と
い
う
の
は
、
高
齢

者
の
方
の
み
な
ら
ず
誰
も
が
思
う

こ
と
で
し
ょ
う
。
市
は
、
皆
さ
ん

が
元
気
に
年
齢
を
重
ね
る
こ
と
を

応
援
し
、
介
護
予
防
を
推
進
す
る

次
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
、
健
康
で
介
護
の

必
要
の
な
い
老
後
を
目
標
に
、
積

極
的
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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東御市は……
「住み慣れた地域で豊かに老いる」

ことを応援します

●
足
腰
お
た
っ
し
ゃ
相
談
会

　

健
脚
度
測
定
で
足
腰
の
健
康
状

態
を
確
認
し
、
必
要
な
生
活
上
の

工
夫
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。（
各

公
民
館
を
巡
回
し
て
い
ま
す
）

●
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

専
門
家
の
指
導
の
も
と
、
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
を
使
っ
て

効
果
的
に
筋
力
強
化
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。転
倒
は
、脚
の
筋
力

低
下
が
主
な
原
因
の
一
つ
。
転
び

に
く
い
、
転
ん
で
も
大
事
に
至
ら

な
い
か
ら
だ
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

●
機
能
訓
練
事
業

　

必
要
に
応
じ
て
、
理
学
療
法
士

が
訪
問
し
て
足
腰
に
負
担
の
少
な

い
生
活
の
仕
方
を
ア
ド
バ
イ
ス
い

た
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
プ
ー
ル
教
室

　

水
中
で
か
ら
だ
に
大
き
な
負
担

を
か
け
る
こ
と
な
く
効
果
的
な
運

動
が
で
き
ま
す
。

●
脳
い
き
い
き
相
談
会
・
認
知
症

　

予
防
教
室

　

脳
の
健
康
状
態
を
確
認
し
、
み

ん
な
で
わ
い
わ
い
楽
し
く
脳
の
い

き
い
き
度
を
上
げ
る
刺
激
訓
練
を

体
験
し
ま
し
ょ
う
。（　

月
か
ら

１１

公
民
館
を
巡
回
す
る
予
定
で
す
）

●
脳
リ
ハ
ビ
リ
教
室

　

週
に
１
回
ず
つ
、
生
き
が
い
や

趣
味
を
生
か
し
た
活
動
で
、
脳
の

働
き
を
ま
す
ま
す
活
発
に
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

●
頭
す
っ
き
り
お
た
ず
ね
票

　

毎
年　

歳
以
上
の
皆
さ
ん
に
、

６５

気
に
な
る
症
状
に
つ
い
て
お
尋
ね

し
ま
す
。
予
防
は
、
現
在
の
状
態

を
知
る
こ
と
が
第
一
歩
と
な
り
ま

す
。
気
づ
い
た
こ
と
は
何
で
も
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

 
老
化
は
脚
か
ら
！

　
　
  
―
転
倒
骨
折
予
防
―

 
脳
を
生
き
生
き
と

　
  
働
か
せ
よ
う
！

   
―
認
知
症（
痴
呆
）予
防
―

ご
相
談
・
お
問
い
合
せ
先　

福
祉
の
森
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）　

�　

―
５
０
０
０

６４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ケ
ア
ポ
ー
ト
み
ま
き
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー　

�　

―
６
０
６
０ 
有
線
１
―
６
０
０
０

６１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

健
康
保
健
課
健
康
増
進
係（
ケ
ア
ポ
ー
ト
み
ま
き
内
）　

�　

―
６
０
０
０ 
有
線
１
―
６
０
０
０

６１
●
お
達
者
な
か
ま
塾

●
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

●
互
助
会

●
生
き
生
き
サ
ロ
ン　

な
ど
な
ど

　

自
分
の
力
を
、
地
域
み
ん
な
が

元
気
に
な
る
た
め
の
活
動
に
生
か

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
ま
た
、
各
団

体
で
の
集
ま
り
に
指
導
者
が
お
伺

い
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　

歳
〜　

歳
の
方
全
員
の
お
宅

６５

７４

へ
、
私
た
ち
が
お
伺
い
し
ま
す
。

普
段
気
に
な
っ
て
い
る
け
ど
誰
に

も
言
っ
た

こ
と
が
な

い
…
そ
ん

な
事
は
あ

り
ま
せ
ん

か
？
お
気

軽
に
ご
相

談
く
だ
さ

い
。

� ���������������������������������������������������������������������������������

  
―
豊
か
な
老
い
を

　
　
　
　
　
 
目
指
し
て
―

 
地
域
の
た
め
に

 　
　
 
自
分
を
活
か
そ
う

 
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
 　
　
  
お
達
者
訪
問

�

�

�

�

��������������������

��������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防のののののののののののののののののののののののののののののののののたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたためめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめののののののののののののののののののののののののののののののののの
222222222222222222222222222222222本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本ののののののののののののののののののののののののののののののののの柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱

●転倒骨折予防　　
●認知症（痴呆）予防
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こちら119（東御消防署）

合　計旧北御牧旧 東 部

11（63）２（７）９（56）件　数

16（85）２（７）14（78）傷　者

  ０ （  1）０（０） ０ （１）死　者

市内交通事故統計　　　　　　　　　　
 ４月30日現在（※カッコ内は１月からの累計）

※カッコは１月からの累計

＝東御市内の４月の出動件数＝

火災　７件（13件）　救急　62件（318件）

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

平成１６年４月平成１７年４月

32.9度（22日） 31.6度（６日） 最高気温

－1.3度（９日）  －3.1度（５日）  最低気温

12.3度　　　　11.9度　　　　平均気温

58.6％　　　　63.7％　　　　平均湿度

29.0㎜　　　　13.5㎜　　　　降 水 量

 ６月の納税 （納期６月３0日）

�国民健康保険税（１期）

�市県民税（１期）

６月カレンダー

土金木水火月日

4321

111098765

18171615141312

25242322212019

3029282726

�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドババババババババババババババババババババババババババババババババイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイスススススススススススススススススススススススススススススススス国民年金アドバイス

国民年金保険料は納期限までに
納期限は翌月末日

　国民年金保険料は翌月の末日が納期限です。納め忘

れがあると、６５歳から生涯受けられる「老齢基礎年金」

や、病気やケガで一定の障害が残った場合に受けられ

る「障害基礎年金」などが受けられない場合がありま

す。保険料は納期限までに必ず納めましょう。

納め方はいろいろ。口座振替が便利
　保険料は、毎年４月に送られる「国民年金保険料納

付案内書」（納付書）により、金融機関・郵便局・コ

ンビニエンスストアの窓口で納めます。

　「時間がない」という方は、手間が省けて納め忘れの

心配もない口座振替のご利用をおすすめします。希望

される方は、金融機関・郵便局の窓口で「国民年金保

険料口座振替申出書」の手続きを行ってください。手

続きには、納付書または年金手帳・預貯金通帳・口座

届出印が必要です。

　また、当月分の保険料を当月末に引き落とす「早割」

を利用すると、保険料が毎月４０円割り引かれてお得で

す。初回は原則として前月分（13,580円）と当月分

（13,540円）の２か月分が引き落とされます。　

 問い合わせ先 
　市役所市民課国保年金係　�62－1111（内線1231）

　　　私はＡ社に勤務するサラリーマンですが、毎月

　　の給料の明細書を見ると、所得税よりも住民税の

方が多く徴収されています。住民税は所得税より負担

が少ないと聞いていますが、これはなぜでしょうか？

　　　サラリーマンの場合、所得税は、通常、給与、　

　　賞与などが支払われる際に源泉徴収され、年末調

整により税金を精算することとされています。一方住

民税は、前年の所得から市町村が税額を計算し、それ

に基づいて会社（特別徴収義務者）が給与などの支払

いの際に年12回で徴収する特別徴収制度を採用して

います。したがって、住民税はボーナス徴収を行って

いないことから、給与の額によっては毎月の給与から

徴収される額が、所得税よりも住民税の方が多い場合

があります。

問

答



東御市社会福祉協議会（４月中の受付分です）

関東西濃運輸（株）上田営業所　様 100,000円
関東西濃運輸労働組合上田支部　様

匿　　　名　様 10,000円　　　

西村　悦子　様（芸術むら） 346,760円　　　

善 意 を あ り が と う

19

とうみ

ななななななななななるるるるるるるるるるほほほほほほほほほほどどどどどどどどどどなるほど
TTTTTTTTTThhhhhhhhhheeeeeeeeeeThe

ごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみごみ（（（（（（（（（（ggggggggggoooooooooommmmmmmmmmiiiiiiiiii））））））））））（gomi）
NNNNNNNNNNoooooooooo..........9999999999　　  　 No.9

リ
フ
ォ
ー
ム
は

　

家
だ
け
で
は

　
　

あ
り
ま
せ
ん
。

古
布
も
リ
フ
ォ
ー
ム

　
　

で
き
ま
す
。

よ
っ
て
、
糖
尿
病
や
脳
血
管
疾
患
、

心
疾
患
な
ど
の
病
気
に
か
か
り
や

す
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
が
ん
に

よ
る
死
亡
率
も
高
く
な
る
と
い
う

の
は
意
外
に
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ア
メ
リ
カ
の
対
が
ん
協
会
の
研

究
に
よ
る
と
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
の
値
が

　

・　

、　

…
と
高
く
な
れ
ば
高

２５

３０

３５

く
な
る
ほ
ど
、
が
ん
に
よ
る
死
亡

率
が
高
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
が
ん
が

原
因
の
死
者
の
う
ち
男
性
で
は　
１４

％
、
女
性
で
は　

％
が
肥
満
に
よ

２０

る
と
推
計
さ
れ
た
と
い
う
の
で
す
。

つ
ま
り
、
肥
満
が
あ
る
と
が
ん
に

こ
ん
に
ち
は

こ
ん
に
ち
は

保
健
師

  　

保
健
師
で
す
で
す

 射  手  千  加  子 保健師
い て ち か こ

  
自
分
の
Ｂ
Ｍ
Ｉ
を

　
　
 
知
り
ま
し
ょ
う

　

薄
着
を
す
る
季
節
に
な
る
と
、

気
に
な
る
の
が
体
重
で
す
。
一
生

懸
命
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
励
ん
で
い
る

人
が
い
れ
ば
、
あ
き
ら
め
か
け
て

い
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
体
型
は
気
に
な
る
の
で

な
り
や
す
い
、
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
み
る
と
、「
ち
ょ
っ

と
太
っ
て
い
る
だ
け
で
、
ど
こ
も

悪
い
と
こ
ろ
は
な
い
」
な
ん
て
、

の
ん
び
り
し
て
は
い
ら
れ
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
肥
満
は

５
年
、　

年
か
け
て
じ
わ
じ
わ
と

１０

あ
な
た
の
健
康
を
む
し
ば
ん
で
い

く
「
サ
イ
レ
ン
ト
キ
ラ
ー
（
静
か

な
る
殺
し
屋
）」
な
の
で
す
。

　

今
月
か
ら
、
基
本
健
康
診
査
が

は
じ
ま
り
ま
す
。
こ
の
基
本
健
康

診
査
で
は
、
身
長
、
体
重
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
体
の
中
の
血
液
や

内
臓
の
様
子
も
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
健
診
の
結
果
で
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
保

健
師
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

自
分
の
人
生
を
よ
り
豊
か
に
過

ご
す
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
自
分
の
体

を
知
る
機
会
を
持
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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す
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は

「
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
体
格
指
数
）」
で
す
。

Ｂ
Ｍ
Ｉ
と
い
う
の
は
、
体
重（
㎏
）

÷
身
長（
m
）÷
身
長（
m
）で
求
め

ら
れ
る
数
値
で
、　

・
5
〜　

・

１８

２４

9
が
適
正
、　

以
上
が
肥
満
と
さ

２５

れ
て
い
ま
す
。

　

「
肥
満
は
万
病
の
も
と
」
と
い
わ

れ
ま
す
が
、
肥
満
が
あ
る
こ
と
に

　

現
時
点
で
古
布
の
資
源
回
収
量

が
前
年
度
比
の　

%
増
と
な
り
ま

１７

し
た
。
３
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ

ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
）
に
対
す

る
意
識
の
向
上
の
結
果
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
ま
す
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
目
線
を
少
し
変

え
て
み
ま
せ
ん
か
？
「
古
布
の
リ

フ
ォ
ー
ム
」
で
す
。

　

道
の
駅
「
雷
電
く
る
み
の
里
」

に
は
、
不
要
に
な
っ
た
着
物
な
ど

の
古
布
を
ベ
ス
ト
や
洋
服
な
ど
に

リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
グ
ル
ー
プ
「
エ

コ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
」
が
あ

り
、
市
内
外
か
ら
の　

名
ほ
ど
が

３５

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

講
師
は 
橋  
本  
範  
子 
さ
ん
と 
荒  
井 

は
し 
も
と 
の
り 

こ 

あ
ら 

い

 
悦  
子 
さ
ん
。
制
作
作
品
に
は
、
母

え
つ 

こ

の
思
い
出
の
着
物
を
使
っ
た
ス
カ

ー
ト
、
紬
の
着
物
の
ベ
ス
ト
、
ウ

エ
ス
タ
ン
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
ベ

ス
ト
と
い
ろ
い
ろ
。
会
員
の
皆
さ

ん
は
そ
れ
ぞ
れ
熱
心
に
講
師
の
話

を
聞
き
、
自
分
の
手
で
古
布
が
新

た
に
生
ま
れ
変
わ
る
様
子
を
う
れ

し
く
感
じ
な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ

い
と
作
業
し
て
い
ま
す
。
こ
の
リ

フ
ォ
ー
ム
は
、
古
布
を
リ
ユ
ー
ス

（
再
利
用
）
し
、
柄
や
生
地
の
組

み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
自
分
だ
け
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
服
を
創
作
す
る
こ

と
が
魅
力
で
す
。

　

思
い
出
の
あ
る
着
物
や
洋
服
を

資
源
物
と
し
て
出
し
て
し
ま
う
こ

と
に
、
何
か
後
ろ
髪
引
か
れ
る
気

持
ち
を
お
持
ち
の
方
は
、
そ
の
古

布
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

 

▲古布のリフォーム講習会は楽しく行われる

� ������������������������
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　５月１５日、県聴覚障害者球技大会が東御市内を会場にし
て行われ、野球、ソフトボール、卓球、ゲートボールの競
技種目で熱戦が繰りひろげられました。
　今回は、バスケットとバレーボールがオープン競技とし
て行われ、聴覚障害者チームと東御市チームが対戦。この
うちバスケットのチームは、聴覚障害者の全国大会でベス
ト４に入ったことがある実力派。試合後は共同で練習を行
い、スポーツを通じた交流が行われました。キャプテンの
 仲  間  正  人 さん（須坂市）は「試合には負けましたが、とて
なか ま まさ と

も勉強になりました。全員で練習する時間があまりないの
が難点ですが、次の全国大会では優勝を目指します」と手
話で熱く語っていました。
　 松 
まつ

 林 
ばやし

 正  幸 実行委員長は「この大会のために１月から準備
まさ ゆき

をしてきました。選手の皆さんが技術をさらに高めてもら
えるといいですね」と語っていました。

市町村対抗駅伝競走大会60チーム中30位、小学生駅伝競走大会53チーム中16位

東御市の駅伝チームが健闘

東御市を舞台に熱戦
第５５回長野県聴覚障害者球技大会

　５月１４日、第２回子どもフェスティバルが東御中央公園
で開催されました。この日の天気は快晴。このイベントを
待ちわびた大勢の親子連れで賑わいました。
　開会式では北御牧小学校の児童による演奏や手話ダンス
サークル「サンフラワーズ」によるダンスが行われ、ボー
イスカウト、ガールスカウトの皆さんの手により市旗が掲
揚されました。
　今回は約３０の催し物や演奏が行われ、子どもたちはそれ
ぞれのブースを回っては楽しそうな笑顔を見せていました。

おひさまの下でみんな元気！

第２回子どもフェスティバルが開催

　5月8日松本市で第15回長野県市町村対抗駅伝競走大会および第1回長野県市
町村対抗小学生駅伝競走大会が行なわれ、東御市チームが健闘しました。
　監督の市川さんは、「今年は昨年の２１位を上回ることを目標に練習を重ねて
きましたが達成できませんでした。しかし、1区を走った桜井ななみさん（北
御牧中2年）が区間３位と好走し、小学生駅伝は１６位と大健闘しました。ご協
力いただいたご家族の皆さんに感謝し、来年も少しでも上の順位を目指してが
んばりたいです。」と話していました。
一般（敬称略）　　　小学生（敬称略）
１区　桜井ななみ　　１区　今井　遥　
２区　小林　大貴　　２区　小林貴裕
３区　上原　光義　　３区　佐藤　佳
４区　大井亜祐実　　４区　小山範晃
５区　寺島　　将
６区　別府　　響
７区　若林　賢司
８区　堀内　　亮
９区　依田　四郎

▲みんなで記念撮影
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催
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５
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２４
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）
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とうみ

　４月２９日、東町
の歌舞伎舞台にお
いて「祢津東町歌
舞伎公演」が行わ
れました。
　百瀬善之さんに
よる「三番叟」、祢
津小学校歌舞伎ク
ラブによる「白浪
五人男」、東町歌
舞伎保存会による
「一谷嫩軍記―熊
谷陣屋―」が続けて公演され、役者の熱演に会場を埋め尽くした
大勢の観客は拍手喝采をおくっていました。

地域の伝統を見事に披露
祢津東町歌舞伎公演

　５月２２日、「２００５年そろばんグランプリ長野」が松
本市内で開かれ、市内から５名の小中学生の皆さん
が出場しました。
　出場した皆さんは、昨年１１月に行われたそろばん
コンクールで優秀な成績をおさめて今回の大会の出
場権を獲得。大会にむけて日々努力を重ねてきまし
た。結果は山崎さんが三等、長岡さんが優秀賞に入
るなど健闘しました。

左から 長  岡  優  美 さん（東中２年）、 村  山 
なが おか ゆ み むら やま

 望 さん（滋
のぞみ

野小４年）、 内  山  皓  介 さん（滋野小５年）、 吉  村  卓  人 
うち やま こう すけ よし むら たく と

さん（滋野小５年）、 山  崎  剣  太 さん（滋野小５年）
やま ざき けん た

実力伯仲の熱戦
湯の丸カップ女子中学生バレーボール大会が開催

　４月２９日、「みまき
フレンドシップコン
サート’ ０５」が北御牧中
学校音楽ホールで開催
されました。このコン
サートは今年が１２回目
で、以前から交流して
いる福祉施設の皆さん
も参加。信州御牧太鼓
保存会、北御牧中学校
吹奏楽部、ロックバン
ドが次々と出演し、集

まった聴衆はその魅力的な音楽に聞き入っていました。

音楽でひろがる交流の輪
みまきフレンドシップコンサートが開催

　４月３０日・５月１日、東御市内を会場として「第
３回東御市長杯湯の丸カップ中学生女子バレーボー
ル大会」が開催されました。
　この大会は中学校バレーボール部の指導者たちが
企画し、県内外から５０チームが参加。体育館では
エールや歓声が響き、熱気にあふれていました。市
内の２中学校は決勝トーナメントで敗れたものの健
闘しました。

努力の積み重ねを発揮
そろばんグランプリ長野に市内小中学生が出場

みんなで協力して準優勝
祢津小学校のドッジボールチームがNHK主催の大会に出場

　５月４日、祢津小学校
のドッジボールチーム
「東御祢津元気っ子」が
NHK番組で企画された
大会に出場し、準優勝し
ました。このチームは、
小学生４名と保護者３名
の計７人で、NHKの企
画に応募し、順調に勝ち
進んで決勝戦に進出。そ

こで惜しくも敗れたものの大健闘しました。市内ではドッジボー
ルを通じた子どもや保護者の交流がされています。

出場選手：（祢津小6年） 関  大  輔 さん、 吉  沢  悠  太 さん、 清  水  悠  河 さん、
せき だい すけ よし ざわ ゆう た し みず ゆう が

 宮  入  聡  瑠 さん（保護者） 村  山  幸  治 さん、 関  靖  司 さん、 清  水 
みや いり さと る むら やま こう じ せき やす し し みず

 明 さん
あきら
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▼
す
で
に
立
夏
が
過
ぎ
、
暦
の
う
え
で
は
夏
。
緑
の
山
々

と
青
い
空
、
そ
し
て
流
れ
る
白
い
雲
…
と
て
も
さ
わ
や
か

な
季
節
で
す
▼
市
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
よ
く
市
旗
が
掲
げ
ら

れ
ま
す
。
初
夏
の
青
空
に
美
し
く
は
た
め
く
市
旗
を
見
て
、

思
わ
ず
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
ま
し
た
▼
市
旗
に
描
か
れ
て

い
る
市
章
は
三
色
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
橙
色
は
太
陽
を
、

青
色
は
千
曲
川
の
流
れ
を
、
空
色
は
さ
わ
や
か
な
風
を
表

し
て
い
ま
す
。「
と
」
の
字
を
モ
チ
ー
フ
に
、
豊
か
な
自
然
、

人
と
人
の
鮮
烈
な
出
会
い
と
市
の
融
合
を
象
徴
し
て
い
ま

す
▼
世
界
の
国
旗
を
み
る
と
い
わ
ゆ
る
「
三
色
旗
」
が
多

い
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
有
名
な
フ
ラ
ン
ス
国
旗
（
ト
リ

コ
ロ
ー
ル
）
は
、
青
は
自
由
を
、
白
は
平
等
を
、
赤
は
博

愛
を
表
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
さ
な
か
、

あ
る
将
軍
が
つ
け
た
標
章
が
起
源
と
な
っ
た
そ
う
で
、
三

つ
の
色
に
人
々
の
様
々
な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
感

じ
ま
す
▼
み
ん
な
が
団
結
す
る
こ
と
を
「
同
じ
旗
の
も
と

に
集
う
」
と
言
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
市
旗
を

眺
め
つ
つ
そ
ん
な
こ
と

を
考
え
て
い
た
ら
新
し

い
歌
と
踊
り
で
市
民
が

一
体
と
な
っ
て
楽
し
む

夏
祭
り
の
光
景
が
浮
か

び
ま
し
た
。
初
夏
の
す

が
す
が
し
い
日
に
過
ご

し
た
気
持
ち
の
よ
い
ひ

と
と
き
で
し
た
。

　

（
市
報
担
当　

久
保
）

編
集
後
記

●梅野記念絵画館・ふれあい館　●℡61－6161　●開館時間：火～日曜日9:30～17:00

世帯数
11,058世帯（+37）

総人口
32,134人（－13）
男 15,805 人 （－24）
女 16,329人 （＋11）

（５月１日現在）

人の動き

転入117人（－127)
転出127人（－131)
出 生　19人 （－ ６ ）
死 亡　21人（－1２）
 ※カッコは４月対比

　

菅
野
惠
介
は
結
婚
と
離
婚
を
く
り
返
す
た
び
に
名
前

を
変
え
た
画
家
で
す
。
圭
介
は
独
身
時
代
（
〜
1
9
4

8
）
の
名
で
、
三
岸
節
子
と
別
居
結
婚
す
る
と
圭
哉
（
1

9
4
9
〜
1
9
5
3
）、
更
に
三
岸
節
子
と
別
れ
て
須

藤
美
玲
子
と
結
婚
す
る
と
名
を
惠
介
（
1
9
5
5
〜
1

9
6
3
）
と
改
め
ま
し
た
。
こ
の
絵
は
「
惠
介
時
代
」

の
作
品
で
す
。

　

私
は　

年
前
よ
り
菅
野
の
絵
を
探
し
求
め
て
い
ま
し

２０

た
。
十
数
年
前
、
平
塚
市
美
術
館
で
菅
野
圭
介
展
を
開

催
す
る
こ
と
に
な
り
、
元
静
岡
県
知
事
の
故
斉
藤
寿
夫

さ
ん
宅
へ
作
品
調
査
の
た
め
伺
っ
た
と
き
に
、
こ
の
絵

を
見
た
の
で
す
。
私
は
ひ
と
目
で
菅
野
の
晩
年
を
代
表

す
る
良
い
絵
に
出
会
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
他
に
十
数

点
の
菅
野
の
作
品
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
も
心
ひ
か
れ

た
の
は
こ
の
絵
で
し
た
。
私
は
率
直
に
「
も
し
、
こ
の

絵
を
お
譲
り
に
な
る
気
に
な
り
ま
し
た
ら
、
ど
う
か
私

に
お
譲
り
く
だ
さ
い
」
と
斉
藤
さ
ん
に
申
し
上
げ
て
い

た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら　

年
程
過
ぎ
た
こ
ろ
、
斉
藤
さ

１０

ん
の
訃
報
と
と
も
に
、
故
人
か
ら
「
こ
の
絵
を
梅
野
に

譲
る
よ
う
に
」
と
い
う
ご
遺
言
が
あ
っ
た
と
の
お
知
ら

せ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
ご
縁
が
あ
っ
て
、

こ
の
絵
は
亡
き
斉
藤
さ
ん
の
思
い
出
と
と
も
に
、
私
の

宝
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

菅
野
の
「
惠
介
時
代
」
は
、
三
岸
節
子
と
別
れ
た
後

で「
三
岸
か
ら
精
気
を
吸
い
取
ら
れ
て
駄
目
に
な
っ
た
」

と
い
う
悪
評
が
た
っ
て
い
ま
し
た
が
、
私
は
そ
の
悪
評

が
本
当
か
ど
う
か
自
分
の
眼
で
確
か
め
よ
う
と
思
い
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
「
惠
介
時
代
」
に
も
優
れ
た
作
品
が

多
く
存
在
し
、
風
評
は
正
し
く
な
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
絵
は
そ
の
一
つ
で
す
。
こ
の
花
は
向

日
葵
の
よ
う
に
も
見
え
ま
す
が
、
菅
野
に
と
っ
て
何
の

花
か
は
見
る
人
に
ま
か
せ
た
絵
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

強
い
て
い
え
ば
「
菅
野
の
心
の
花
だ
」
と
私
は
思
い
ま

す
。
菅
野
は
実
在
の
花
を
見
て
描
い
た
の
で
は
な
く
、

菅
野
の
心
で
描
い
た
素
晴
ら
し
い
花
の
静
物
画
で
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
絵
は
現
在
当
館
に
展
示
し
て

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
文
・
梅
野
隆
館
長
）

そ
の　
１４

「 
花 
」　
　
 
菅  
野  
惠  
介 

は
な 

す
が 
の 
け
い 
す
け

プロフィル

菅野　惠介（1909-1963）
東京生まれ、宮城県出身。

昭和１０年渡仏しジュール・

フランドランに師事する。

昭和１３年独立賞、１６年Ｉ氏

賞、１７年岡田賞、昭和１８年

鳥海青児ととも独立美術協

会会員推挙。晩年健康を害

し数年間の闘病生活のすえ

５３歳で死去する。


